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要 旨

ヴ ァー ジニ ア ・ウ ル フの 中期 円熟 期 の小 説 にお いて は、 パ ー テ ィが 重 要 な役 割 を果

して い るが、 彼女 の 長編 第二 作 で あ る 『夜 と昼 』 で は ア フタヌ ー ンテ ィ.__.が重 要 な役 割

を果 た してい る。 紅茶 は、17世 紀 に もた らされや が て一般 大衆 に まで消 費が 拡大 す るが 、

終始 、 ア フ タヌ ー ンテ ィー の名 の もとに、 中、 上流 階級 のス テ イ タス シ ンボル であ り続

け、 イ ング リ ッシュ ネス と も関 わ って い る。 本論 は、 ア フ タヌー ンテ ィーの視 点 か ら、

「夜 と昼 』 の キ ャサ リ ン と レイ フの 関係 を読 み直 す試 み で あ る。

キ ーワ ー ド ア フ タ ヌ ー ン テ ィ ー 、 イ ン グ リ ッ シ ュ ネ ス 、 帝 国 、 ヴ ァ ー ジ ニ ア ・ウ ル フ 、

「夜 と 昼 』

は じめ に

ヴ ァー ジ ニ ア ・ウル フ(VirginiaWoolf)の 長編 第 二作 で あ る 「夜 と昼 』(Nightand

1)ay)(1919)に は、 アフ タヌ ー ンテ ィーが効 果 的 に用 い られ てい る。 イギ リス人 は紅茶

を好 む と一 般 に言 わ れて い るが、 そ の歴 史 はそ れ ほ ど古 くは ない 。紅 茶 が イ ング ラ ン ド

に登場 す るの は17世 紀 中頃 で、 チ ャー ルズn世 の王 妃 で ポル トガルか ら嫁 い で きた キ ャ

サ リ ンが イ ング ラ ン ド宮廷 に もた らした と され る。 しか し、 コー ヒーハ ウス が次 々 と開

店す るの に対 して 、 イ ング ラ ン ドで紅 茶 の消 費 が一般 化 し、 コー ヒーハ ウスが コー ヒー

よ りも紅 茶 を出す よ うにな った の は、18世 紀 は じめ と言 われ る。 そ して、 この頃 よ り、

イ ギ リス 人 の紅 茶愛 好 は ス ター トす るの で あ る。 しか し、 当時 、紅 茶 は高価 なぜ い た く

品で あ り、 同様 に貴 重 品 であ った砂 糖 を入 れて喫 む とい う、 原 産地 ア ジアに は ない、独
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特の消費の方法は、典型的な王侯貴族のステイタス ・シンボル となっていった。

紅茶愛好 をさらに加速 させたのは、大英帝国の ヨー ロッパ外世界への植民地拡 大で

あった。大英帝国が、東 イン ド会社の活動 を盛 んにして茶の輸入 を激増 させ、三角貿易

によ り、 カリブ海の島々で砂糖 きびプランテーシ ョンを展 開す るようになってはじめて、

砂糖 を入れた紅茶 は、中流階級 も消費す るものにな り、 さらに、19世 紀以降、労働者階

級 にも紅茶消 費は拡大 してい く。東西の プランテーションか らの紅茶 と砂糖 の大量供給

が、工場労働者 にまで消 費 を拡大 し、彼 らが労働 の合 間にカフェイ ンと糖分 の補給 に

よって、労働 の効率 をあげ、又台所がな くて も簡単 にとれる夕食であるハ イテ ィー を可

能に した。 その一方で、ステイ タス ・シンボル としての紅茶 は、アフタヌー ンティー

とい う形で、中、上流 階級に、広 く受け入れ られて、階級の シンボル的役割 を果たす よ
1)

う にな る。
2)

帝 国 と階級 と切 り離 せ ない ア フタヌー ンテ ィー とい う伝 統 は又 、 イ ング リ ッシ ュネス

とい う言 葉 と も深 く関 わ って くる。 イ ング リッ シュネ ス とい う言葉 は、18世 紀 後 半 か ら
3)

使 われるようにな り、帝 国の時代 と深 く関わる言葉である。一般に 「イングランド性」

とも言われ、 「イングラン ドらしさ」あ るいは 「イングラン ドらしい もの」 を意味 し、

国外 に向けては、連合王国 と呼ばれ る 「国家」である英 国の文化的特徴 を表現す る語 と

して用い られ る。そ して、この語 は、文字通 り英国のなかのマジ ョリティーであるイン

グラン ドを代表す る表現 という側面 を持つ。社会的上位 にある集団 と社会的な従属集団

とい う関係 を生み 出すイ ングリッシュネス という言葉 は、政治経済 とは一見関係 のない

文化表象 に用い られて きた。これは、上流階級 とい うまさにマ ジョリティーの文化か ら

は じまったア フタヌー ンテ ィー とも、深い関 わ りを持つ言葉 であ る。 ア フタヌー ン

ティーは、集ま りのホステスであ る女性 を中心に華やかに繰 り広 げ られる社交 として、

成人男子がマジ ョリティーである社会 において、 きわめて女性性 に依存 した文化形態 と

言 う側面 も併せ持って、帝 国の時代におけるイングリッシュネスの拡大に も寄与するの

である。

この ような18世 紀か ら19世 紀に繰 り広 げられ るアフタヌー ンティーの伝統は、 ヴァー

ジニア ・ウルフの描いた 「夜 と昼』(1919)で 重要 な役割 を果た している。19世 紀末か

ら第一次大戦前後の イギリス社会 では、 国民意識 と帝国意識は不可分 に結 ばれ、階級や

ジェンダーの壁 を越えて、イギ リス人の愛国心、ナシ ョナリズムが最 も昂揚 した時期、

そ して、 イングリッシュネス とい う言葉が意識 された時代 で もあった。本論 では、『夜

と昼』で描かれてい る幾つかの茶会の中か ら、1.紳 士階級で知的エ リー トで もあるヒ

ルベ リー家(theHilberies)の アフタヌー ンテ ィー、2.同 じく紳士 階級の村 の牧師の

娘で現在 は婦人参政権運動家メア リ(MaryDuchet)の 主 として事務所でのお茶、3.

同 じ中流であ りなが ら、紳士階級か らははずれているデナム家(theDenhams)の お茶
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の3つ を と りあ げて、 同 じ中流 階級 の 中で微 妙 な差 異 とせ め ぎあ い を ひ きお こす 、 ア フ

タヌー ンテ ィーの視 点 か ら、 キ ャサ リン(KatherineHilbery)と レイ フ(RalphDenham) 、

さ らに は メア リとの関係 を明 らか に して い きた い。

1.ヒ ルベ リー家の茶会

まず、女主人公キ ャサ リン ・ヒルベ リーの家であ り、紳十 階級で知的エ リー トでもあ

るヒルベ リー家のア フタヌー ンティーについて考 える。『夜 と昼』 はキ ャサ リンが客間

で人 々にお茶 をいれている場面か ら始 まる。

ItwasaSundayeveninginOctober,andincommonwithmanyotheryoungladiesof

herclass,KatharineHilberywaspouringouttea.Perhapsafifthpartofhermindwas

thusoccupied,andtheremainingpartsleaptoverthelzttlebarrierofdaywhichinter-

posedbetweenMondaymorningandthisrathersubduedmoment,andplayedwiththe

thingsonedoesvoluntarilyandnormallyinthedaylight .Butalthoughshewassilent,

shewasevidentlymistressofasituationwhichwasfamiliarenoughtoher ,andinclined

toIetittakeitswayforthesixhundredthtime,perhaps,withoutbringingintoplayany

ofherunoccupiedfaculties.(1)

夕方 とあるか らには、 これは五時頃からは じまるアフタヌー ンティー と考えられる。「同

じ階級 の令嬢 たち」 と、無意識の階級意識 も示 されている。 キャサ リンは、文学者で評

論誌の編集者である父 と、 ヴィク トリア朝時代 の大詩人の娘で情緒過多で気 まぐれな母

との問に生 まれた一人娘 とい う恵 まれた家庭の出であ り、母 を助 けてお茶を注 ぐ役割 を、

「かな り気の重いひととき」 と感 じつつ も、「じゅうぶん慣れた感 じで」(familiarenough)

心の5分 の1を 傾けるだけで、果 た してい るのである。アフタヌー ンティーは彼女がい

ささか うんざ りしつつ も、手慣 れたや り方で進めていける、 まさに日常世界その もので

あった。

この茶会 に、突然訪れて来 るのが、その後、キャサ リンが心惹かれてい くレイフ ・デ

ナムという青年である。貧乏な大家族の長男で姉 と二人で一家の生活や弟妹の教育を支

えている。専 門学校 を出て現在 リンカー ンインフィールズの法律事務所の下級弁護士で

あるが、紳士階級 には属 さない。キャサ リンの父の評論誌に法律 関係 の論文を寄稿 した

縁で ヒルベ リー家のお茶 に招 かれたのである。

Katharinestirredhertea,andseemedtospeculate,soDenhamthought,uponthe

dutyoffillingsomebodyelse'scup,butshewasreallywonderinghowshewasgoingto
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keepthisstrangeyoungmaninharmonywiththerest.Sheobservedthathewascom-

pressinghisteacup,sothattherewasdangerlestthethinchinamightcaveinwards.

Shecouldseethathewasnervous;onewouldexpectabonyyoungmanwithhisface

slightlyreddenedbythewind,andhishairnotaltogethersmooth,tobenervousinsuch

aparty.Further,heprobablydislikedthiskindofthing,andhadcomeoutofcuriosity,

orbecauseherfatherhadinvitedhim‐anyhow,hewouldnotbeeasilycombinedwith

therest.(3)

彼女が茶会 を"familiar"と 感 じ、楽 々とこなしているのに対 し、 レイフは、「神経質 に」

(nervous)な ってお り、紳士階級 の特権階級的社交であ る、 こうい う茶会 を 「嫌って」

(dislike)い るように見える。 ヒルベ リー家で行 われている茶会 に対 して、二人 はまさ

に正反対の態度である と言 える。 自分 の家の茶会で、神経質になって楽 しめないでいる

初対面の レイフを、キャサ リンは気遣 うが、ここではまだ、それは 自分の家の茶会 を円

滑に進行 しようとい うホステスとしての気配 りにす ぎない。階級差は依然 として存在 し、

キャサ リンは自分の家庭環境への レイフの敵意す ら感 じて、彼につい意地の悪い態度を

示す ことになる。茶会は二人の階級差 を浮 き彫 りにし、二人の関係 を象徴する。 さらに

は、茶会 を通 して、キ ャサ リンの家族 を誇 りに思 う気持 ちと、誇 りには思 えないレイフ
の

の気持ちが対照的に描かれる。ヒルベ リー家の茶会は、行 き届いたお茶の接待 と、人々

を結 びつけ、知的活気 と共に、和やかな団樂 を生み出す社交的会話か らなる、洗練 され

たものであった。 しか し、中流ではあるが ヒルベ リー家のような紳士階級 には属 さない

レイフにとっては、 自分 よ り社会的に上位 にある集団を象徴するヒルベ リ,__..家の茶会は、

階級差 を如実 に感 じさせ る集 いであった。「彼はたぶんこうい うことが好 きではないの

だ」 と、 この ときは簡単 に考えて しまうキ ャサ リンであるが、実は レイフの この居心地

の悪 さは、彼 の階級意識に根 ざしていて、後 に惹かれ合 うことになる二人の関係 に影 を

落 とす。 そ して、 この居心地の悪 さの解消 とい う問題は、小説後半で彼の家であるデナ

ム家 の、や は り茶会を通 して もう一度取 り上げられている。キャサ リンとレイフの関係

にアフタヌー ンティーは重要 な役割 を果 たしているが、特 に冒頭の ヒルベ リー家 の茶会

は、後の展 開の伏線 としての役割を果た しているのであ る。

2.メ ア リの事務所でのお茶

次に、婦人参政権運動家である、メアリ ・ダチ ェッ トの、主 として事務所 でのお茶に

ついて考 える。メア リはイ ングラン ド中東部の村の牧師の次女である。体力 と決断力 に

恵 まれ、強いプライ ドの持 ち主で、半年前 か らロ ンドンに出て婦 人参政権運動 を推進す

る協会の事務所で彼女 も運動 に挺身 している。 レイフとは社会活動 を通 じて知 り合い、
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彼 を愛 している。 この彼女のお茶は、 自宅 ではな く事務所 内で、会議の合間に次のよう

に行われ る。

"Let'shaveourt
ea,"shesaid,..."ltwasagoodmeeting-didn'tyouthinkso,Sally?"

sheletfall,casually,asshesatdownatthetable.

Theyhadtheirtea,andwentovermanyofthepointsthathadbeenraisedinthecom-

mitteerathermoreintimatelythanhadbeenpossiblethen;andtheyallfeltanagreeable

senseofbeinginsomewaybehindthescenes;ofhavingtheirhandsuponstrings

which,whenpulled,wouldcompletelychangethepageantexhibiteddailytothosewho

readthenewspapers.Althoughtheirviewswereverydifferent,thissenseunitedthem

andmadethemalmostcordialintheirmannerstoeachother.(176‐7)

事務所 で行われた委員会で、運動に対す る熱心な議論 の後、他の委員が出て行 った後 も、

シール女史 とメアリが残 り、女性二 人で、お茶 を飲 みなが ら、委員会の議論 の続 きが行

われる。 このお茶 は、 ヒルベ リー家のお茶 とは異なっている。社交 と会話のために集 ま

るヒルベ リー家の茶会に対 し、仕事の議論の続 きに没頭す る彼女たちのお茶 は、伝統的

な中産階級の アフタヌー ンティー と言 うより、単にカフェインを補給 して仕事 の疲れを

解消す る簡単で事務 的なテ ィーブ レイクである。 しか し、同時 に、仕事の厳 しさや、高

揚感 とは違 う、ある暖かい雰囲気が漂っていると語 られる。 この 「暖かさ」(cordial)は 、

いわゆるアフタヌ.__.ンテ ィー と全 く違 った設定であ るメアリの事務所のお茶に、アフ タ

ヌー ンテ ィーの基本である社交の、儀礼 を取 り除いた真の意味での コミュニケー ショ

ンの部分 を、付与 していると言 える。そ して、メアリはこの事務所でのお茶 を伝統的ア

フタヌーンテ ィーの精神へ とつ なぐ役割を担っているのである。

この ような、事務所 でのメア リのお茶 に、キャサ リンが参加す るとどうなるか。散歩

中のキャサ リンが急に思い立ってお茶の時間にメア リの事務所 を訪れる場面 は、次の よ

うに描かれている。

"You!"sheexclaimed ."Wethoughtyouweretheprinter....Well,thisisasurprise.

Comein,"sheadded."You'rejustintimefortea."

Katharinewondered,asshestoodthere,feeling,forthemoment,entirelydetached

andunabsorbed,whyshehadcome.Shelooked,indeed,toMary'seyesstrangelyout

ofplaceintheoffice.(82‐3)
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キャサ リンを印刷屋 と間違 える、事務所独特の仕事第一の雰囲気 の中で、驚 きなが らも

メア リはキャサ リンをお茶 に招 じいれる。 キャサ リンが 「事務所 には場違 い」(outof

placeintheoffice)の 存在であることは、彼女 もメア リも肌で感 じ取っている。 しか し、

この事務所のお茶がキャサ リンに与 える、 自分が場違いである とい う印象 は、いたたま

れない思い、二度 と体験 した くない ほどの違和感を ともなうわけではない。 このことは、

キャサ リンがその後、再び今度は自宅にではあるがメア リをお茶の時間に訪ねる気持 に

なることか らも明 らかである。

メア リの部屋 を、通 りすが りに訪 ねて 「メア リ、お茶 をいただけないか しら?」 とた

め らいがちに聞 くキャサ リンであるが、メアリが気づ くと、 キャサ リンは客であ りなが

ら、 自然 にお茶 をいれる側 にまわっていた。

Katharinemighthavebeenseatedinherowndrawing-room,controllingasituation

whichpresentednosortofdifficultytohertrainedmind.Rathertohersurprise,Mary

foundherselfmakingconversationwithWilliamaboutoldItalianpictures,while

Katharinepouredouttea,cutcake,keptWilliam'splatesupplied,withoutjoiningmore

thanwasnecessaryintheconversation.SheseemedtohavetakenpossessionofMary's

room,andtohandlethecupsasiftheybelongedtoher.Butitwasdonesonaturally

thatitbrednoresentmentinMary;(180--181)

キャサ リンがお茶 をそそ ぐ役割 を引 き受 ける、 この場面は、 まさにヒルベ リー家のアフ

タヌー ンティーの描写 を再現する。 レイフはキャサ リンの家の茶会に違和感 を抱 くが、

婦人参政権運動家であるはずのメアリは、本来 自分がつ ぐべ きお茶 をキャサ リンが注い

でいることに別に違和感 を感 じていない。婦人参政権運動家、社会的な従属集団の側に

立つ メアリの事務所 、そ してそ こで行 われるお茶 は、社会的上位 にある集団 に属する

キャサ リンに とって当然違和感 を感 じさせ るものであ りなが ら、その違和感は決定的な

ものではない。社会活動家ではあるが本来紳士 階級 に属する牧師の娘、メアリの柔軟 な

考え方があ る種の居心地の良 さをもた らす ことで、本来せめ ぎ合 うはずの、両者の境界

の越境 の可能性が、このメアリのお茶 に示唆 されるのである。

3.デ ナム家の茶会

さらに、紳士階級に属 さないデナム家の茶会 について考 える。キ ャサ リンの属す る紳

士階級 には属 さず、社会的な上位集団にい る彼女 と比べ ると社会的な従属集団の一員で

あ り、そのことに劣等感 を抱 いているレイフの、階級差意識 を解消す る可能性 を、彼 の

家であるデナム家の茶会への、キャサ リンの参加の場面か らさぐっていきたい。二人が
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互いにひかれあっていることを自覚する作品の後半部分で、キャサ リンと散策 しなが ら、

レイフは彼女 にひかれてい く気持 を抑 え られ ない。 しか も、小説の冒頭場面 の ヒルベ

リー家の茶会以来、 自分 とキャサ リンの階級差 を強 く意識する レイフは、お茶 について

の 「大胆 な計画」(adaringplan)を 思いつ く。 自分 の家のお茶 に招待 し、明 らかな階級

差に幻滅 した彼女の態度 を見て、そんな彼女 に失望 し、彼女 とは住む世界が違 うという

理由で彼女へ の思いを断 とうという、 どちらか といえば受身的 な計画であった。彼女 を

試す ことになるこの計画に対 して、彼女 に 「つ らく当たってい る」 とい う意識 を持 ちな

が らも、彼はあえて実行 に移すのである。

Inhissurpriseatthesuddennessofthechange,andattheextentofhisfreedom,he

bethoughthimofadaringplan,bywhichtheghostofKatharinecouldbemoreeffectu-

allyexorcisedthanbymereabstinence.Hewouldaskhertocomehomewithhimto

tea.Hewouldforceherthroughthemilloffamilylife;hewouldplaceherinalight

unsparingandrevealing.Hisfamilywouldfindnothingtoadmireinher,andshe,he

feltcertain,woulddespisethemall,andthis,too,wouldhelphim.Hefelthimself

becomingmoreandmoremercilesstowardsher.Bysuchcourageousmeasuresany

one,hethought,couldendtheabsurdpassionswhichwerethecauseofsomuchpain

andwaste.(394)

ヒルベ リー家 の、 客 を くつ ろがせ 、居 心 地 よ くさせ る こ とを第一 とす る伝 統 は、 デ ナ ム

家 に は ない。 出 され た ケー キ は大 きす ぎて 会話 の邪 魔 にな り、 又 、 レイフの 母 のデ ナ ム

夫 人 は、息 子 の連 れ て きた女 性 を、好 奇 心 を隠そ う ともせ ず にぶ しつ けに見 つ め、 キ ャ

サ リ ンに居 心 地の 悪 い思 い を させ る。 この ような デナ ム家 の お茶 の客 とな った キ ャサ リ

ンは 「極 度 の恥 ず か しさで 固 くな った。」(Therigidityofextremeshynesscameoverher.

395)と 描 か れ る。 レイ フの 家族 と、 そ して レイ フ 自身 の、批 判 的 な まな ざ しは、 会 話

を停 滞 させ 、彼 女 の居 心 地 の悪 さは ピー クに達 す る。

Owing,perhaps,tothiscriticalglance,KatharinedecidedthatRalphDenham'sfamily

wascommonplace,unshapely,lackingincharm,andfitlyexpressedbythehideous

natureoftheirfurnitureanddecorations....Shedidnotapplyherjudgmentconsciously

toRalph,butwhenshelookedathim,amomentlater,sheratedhimlowerthanatany

othertimeoftheiracquaintanceship.{398)

デナム家のお茶 は彼女 にとって、 これ まで慣 れ親 しんだお茶 と社交 の技術でははかれな
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い、 そ して彼 女 の手慣 れた お茶 のマ ナ ー とは ま るでふ さわ し くない体験 で 、彼 女 は デナ

ム夫 人 に対 す る"thevergeofrudeness"(399)に 追 い込 まれ る。 こ こ まで は まさに レイ

フの思 い通 りの展 開 で あ った。

Nextmoment,asilence,suddenandcomplete,descendeduponthemall.Thesilence ,of

allthesepeopleroundtheuntidytablewasenormousandhideous;....Asecondlater

thedooropenedandtherewasastirofrelief;(399)

この気 まずい沈黙を救ったのは、 レイフの姉の ジョー ン(Joan)で ある。彼女が部屋に

入って くると、彼女の 自然な会話か ら、 コミュニケーシ ョンへ の試みがは じまる。デナ

ム夫人のぶ しつ けな好奇心、 レイフのキ ャサ リンを試す試み、キャサ リンの違和感、緊

張感、趣味の悪 さに辟易 とする気持 ちが、お茶 の会話 を停滞 させ、そんな中で、誰 もコ

ミュニケー ションへの試みをしなかったために、気 まずい沈黙が支配す る。 ジ ョー ンの

自然な会話は、 た くまず して社交の原点 としての、会話 を円滑に復活 させ る。 メア リの

場合 と同様、ジ ョー ンの柔軟な態度 とコ ミュニケー ションの試みが、本来階級差か ら生

まれ る場違いな感覚 を緩和 しているのである。
5)

ヴァージニア ・ウルフの中期円熟期 の小説で は、パ ーティが重要 な役割 を担 っている。

そこでは、パーティの女主人が、社交 を通 してそこに参加す る人々の間に、束の間の一

体感 を共有する 「瞬間」 を現出させ る。パーテ ィは同 じ階級 に属す る人々の集 ま りとい

う安心感が根底 にある。 ヒルベ リー家 のアフタヌーンティーにはそれがあるが、メアリ

のお茶、デナム家の茶会にはそれはない。その意味では、パーテ ィよ り難 しい状況 にあ

る。 しか し、階級意識のせめ ぎあいが基本に存在す る茶会ではあって も、 メア リのお茶

では、 メア リが、デナム家の茶会ではジ ョー ンが、キ ャサ リンに手 をさしのべ ることで、

社交の最 も基本的形態であるコミュニケー ションは成立 しうるのであ る。 なごやかに進

行 し出 したお茶を楽 しみ始めたキャサ リンは、お茶の時間が過 ぎて も 「帰 りた くない」

(shehadnowishtogohome)(403)と 思 う。

Theyappealedtoher(i.e.Katherine),andsheforgothercakeandbegantolaughand

talkandarguewithsuddenanimation.Thelargefamilyseemedtohersowarmandvar-

iousthatsheforgottocensurethemfortheirtasteinpottery.(400‐401)

遂に レイフは、キャサ リンを試す実験 の失敗 を認め、誇 りをとりもどす。

"Itriedtothinkso
.ButIthoughtyoumorewonderfulthanever."
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"1'vedinemybesttoseeyouasyouare
,withoutanyofthisdamnedromanticnon-

sense.ThatwaswhyIaskedyouhere,andit'sincreasedmyfolly.Whenyou'regoneI

shalllookoutofthatwindowandthinkofyou.1shallwastethewholeeveningthinking

ofyou.Ishallwastemywholelife,Ibelieve."(403‐4)

紳士 階級であるヒルベ リー家の伝統的なアフタヌー ンテ ィーを通 して しかキャサ リンを

見ず、階級意識 と劣等感 にとらわれていたレイフは、今は じめて、あ りのままのキャサ

リンを認めることを自分 に許 し、さらには自分の家族 に対 して本来 もっていた誇 りを取

り戻 している。お茶を通 して明 らか になった社会的上位集団 と従属集団のせめ ぎ合い と

いう意識に とらわれた二人はやは りお茶 を通 して ようや くそ こか ら解放 され る。 キャサ

リンが メア リやジ ョー ンの助 けを得て社会的従属集 団のお茶に も融け込み、そのような

キャサ リンを見てレイフもあ りのままのキャサ リンを見つめ直そ うとする。 この小説の

最後の場面で、 レイフは、遂 に冒頭の ヒルベ リー家のアフタヌー ンテ ィーが 自分 にもた

らす劣等感か ら解放 され る。そ しては じめて 自らヒルベ リー家 を訪れて、外出 している

キャサ リンを待つ気持 ちになる。 イギ リス伝統のアフタヌー ンティーは、二人の男女の

惹かれ合 う気持 ちに階級意識の枠 をはめて試練 を与 えつつ、それ を乗 り越 えることで、

二人に愛を成就させる役割 を果たすのであ る。そ して、この ことは二人がヴィジ ョンを
6)

共有 していることを示唆す るのであ る。

お わ りに

『夜 と昼』の描かれた20世 紀初頭 は又、 イングリッシュネスにおける、社会的従属集

団の変化 の時期でもあった。18世 紀 には、社会的上位集団イングラン ドとせめ ぎあうの

は、スコッ トラン ドや アイルラン ドであった。 しか しやがて、従属集 団は、マイ ノリ

ティー としての、女性や労働者階級 に、そ して、帝国の時代になって、植民地の存在へ

と、移行 してい く。その過程 において、イ ングラン ド内の社会的従属集団は、上位集団

に取 り込 まれてい く。この ような時期 に書かれた 『夜 と昼』は、 イングリッシュネスの

表象の一・つであるアフタヌー ンテ ィー を効果的に用いることによって、社会的上位集団

と従属集団の階級 の違い とせめ ぎ合 いという視点 を明確 にしている。 しか し、『夜 と昼』

は同時に、アフタヌー ンティーを効果的に用いることで、二つの集団の和解 を も示唆 し

ている。 なぜ なら、キャサ リンとレイフの恋愛 は、小説の最終場面 において、階級意識

を越えたヴィジ ョンの共有 を果たすか らである。そ して、この ようなヴィジョンの共有

に至る過程に、アフタヌーンテ ィーは重要な役割 を果た しているのである。

一一31



大手前大学論集 第8号

注

NightandDayの 引 用 はHogarthPressのUniformEditionに よ る

1

9
白

9
」

沼
4

cf.,J-L・ フ ラ ン ド ラ ン/M・ モ ン タ ナ ー リ 編 『食 の 歴 史 皿 』(藤 原 書 店 、2006)

井 野 瀬 久 美 恵 「イ ギ リ ス 的 な る も の(Englishness)の 捏 造 一 「政 策 と し て の 文 化 」 再 考

(1880-1920)」 田 村 克 己 編 『文 化 の 生 産 』(ド メ ス 出 版 、1999)

1870年 代 後 半 か ら 第 一 次 大 戦 が 勃 発 す る1914年 ま で

cf.,NightandDay

"Youmustbeveryproudofyourfamil
y,MissHilbery."

"Yes
,Iam,"Katharineanswered,andsheadded,"Doyouthinkthere'sanythingwrongin

that?"

"Wrong?Howshoulditbewrong?Itmustbeabore
,though,showingyourthingstovisi-

tors,"headdedreflectively.

"Notifthevisitorslikethem
."(ZO)

5

6

"Butaren'tyouproudofyourfamily?"Katharinedemanded
.

"No
,"saidDenham,"We'veneverdoneanythingtobeproudofunlessyoucountpay-

ingone'sbillsamatterforpride."

"Thatsoundsratherdull
,"Katharineremarked.

"Youwouldthinkushorriblydull
,"Denhamagreed.

"Yes
,Imightfindyoudull,butIdon'tthinkIshouldfindyouridiculous,"Katharineadded,

asifDenhamhadactuallybroughtthatchargeagainstherfamily.

"Nobecausewe'renotintheleastridiculous
.We'rerespectablemiddle-classfamily,

IivingatHighgate."

"Wedon'tliveatHighgate
,butwe'remiddleclasstoo,Isuppose."(11)

cf,拙 稿 「ヴ ァ ー ジ ニ ア ・ウ ル フ の パ ー テ ィ 空 間 」 藤 井 治 彦 編 『空 間 と 英 米 文 学 』(英 宝 社 、

1987)

cf.,拙 稿 「RalphとridingheroNightandDay-一 一考 察 」 『大 手 前 大 学 人 文 科 学 部 論 集 第2

号 』(2002)
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